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Product development capabil ity

▼

食 品 関 連 事 業 の
商 品 開 発 に 携 わ る 200名に支えられ、

新規商品年間採用数　800アイテム！

グループ理念
私たちは｢安全・安心｣と｢価値ある商品・サービス｣の提供を通じて、

お客様の健康で豊かな食生活に貢献します。　　

Series

技術と開発力で、
新しい「食」の魅力を
商品開発に携わるスタッフの多くは、管理
栄養士、栄養士、調理師などの有資格者です。
開発は、マーケティングリサーチ、メニュー
内容の決定、試作、試食、食材調達、トレーサ
ビリティの確保、成分分析、細菌検査、包装
材質の選定、品質の均一化や衛生管理、量産
化体制の整備など、
多岐にわたる業務
によって成り立っ
ています。

▼▼▼ 2017年10月 ロースかつ丼をリニューアル！

特製ロースかつ丼　498円（税込）

▼ ▼
さらなるおいしさを追求、

｢専門店の味｣の再現
お求めやすい

価格に

卵の品質向上 原料の仕入や
製造工程の見直し

リニューアル
ポイント

1



持続的な企業価値の向上を目指して

わらべや日洋グループのESG※の取り組み

株主の皆様へ
商品開発から生産、配送までグループ力で一貫して管理。
安全・安心でおいしい食をお届けしています。

食品関連事業で、おにぎりや和菓子の販売伸長などにより増収・増益

　第54期第2四半期株主通信をお届けするにあたり、株主の皆様の日頃の温か
いご支援に対し心より御礼申し上げます。この株主通信により、当社へのご理
解がさらに深まれば幸いに存じます。
　当社グループを取り巻く経営環境は、雇用環境の変化による人手不足・労働
コストの上昇などもあり、厳しい状況が続いておりますが、引き続き｢安全・安
心と価値ある商品・サービスの提供｣に努め、また、年度方針である｢魅力的な職
場づくり｣に取り組み、社員やパート従業員とともに、持続的に成長する企業グ
ループを目指してまいります。株主の皆様におかれましては一層のご理解とご
支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

■■■ 食品ロスの削減に向けて
　まだ食べられるのに捨てられている食べ物、いわゆる 
｢食品ロス｣が、日本では年間621万トン（農林水産省の2015年推計）

にも上ります。現在、店舗などで出る食品残さをリサイクル
して肥料などに変え、農場などで活用して農産物などを生産
し、自社の店舗に再び出荷する｢循環型｣のリサイクルが推進
されています。
　わらべや日洋（株）の昨年のリサイクル率は98.4％。100%
達成に向けた取り組みを現在も続けています。

　社内コミュニケーション活性化に取り組む“輪らべ
やプロジェクト”。今回は｢おにぎり｣をテーマに社内料
理コンテストを実施しました。1位に輝いたのは東北
事業部の社員が開発したおむすび（写真右）。揚げタコ
で油っぽくならないよう、ご飯をほうじ茶で炊いて食
べやすくするなど、家族への愛情を感じる一品でした。

代表取締役社長

大友 啓行

セグメント別の概況

通期の見通し　／　2018年2月期連結業績予想

食品関連事業

物流関連事業

食材関連事業

その他

売上高

1,123億円
(前年同期比2.4％増)

営業利益

32億円
(前年同期比6.1％増)

経常利益

35億円
(前年同期比8.8％増)

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

21億円
(前年同期比30.6％増)

2018年2月期 第2四半期 決算ハイライト

コンビニエンス
ストア向けお弁当・
おにぎり・調理パン・
惣菜等の製造販売。

食品・食材等の
仕分・配送、
物流システムの提案。

国内外からの
食品用材料の
調達・加工・販売。

食品工場の建設から製造
ライン・システムの企画・
設計・施工、設備機器供給。
人材派遣、業務請負。

売上高 882.5億円
前年同期比

2.8％増

営業利益 28.5億円
前年同期比

18.3％増

売上高 75.3億円
前年同期比

0.6％増

営業利益 0.5億円
前年同期比

60.1％減

売上高 130.9億円
前年同期比

1.7％減

営業利益 2.7億円
前年同期比

17.3％増

売上高 34.1億円
前年同期比

12.8％増

営業利益 3.2億円
前年同期比

23.2％増

新商品N E W S

赤飯おこわおむすび

もちもち感、粒感、甘みを引き
出す製法にこだわり、ふっくら
と握りました。

ロングセラー商品が
さらにおいしく
なりました

※　ESG（Environment Social Governance）とは… 環境、社会、ガバナンスの略

人気のふわふわ食感のパン
ケーキ生地に、和素材｢黒蜜｣ 
｢きな粉｣と｢白玉｣を組み合わ
せた、洋風どら焼きです。

ここが
ポイント！

ここがおすすめ！
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セグメント別
売上高構成比

78.6％78.6％

11.7％11.7％
6.7％6.7％ 3.0％3.0％

詳細な財務情報は
こちらを

ご覧ください

www.warabeya.co.jp/ir/library/result.html
もしくは→ わらべや日洋ホールディングス 検索 トップページ IR情報 IRライブラリー▼

出さない
ための取り組み
生産技術の
向上など

食品ロス
削減

リサイクル
する
取り組み

国内27工場における
食品残さリサイクル率
国内27工場における
食品残さリサイクル率

98.4%98.4%
わらべや日洋（株）

2016年4月～2017年3月

売上高

2,196億円
(前期比2.5％増)

営業利益

41億円
(前期比1.2％増)

経常利益

44億円
(前期比3.4％増)

親会社株主に帰属する
当期純利益

25億円
(前期比9.6％増)

2018年2月期
配当予想

1株につき

40円

1位

価格：190円（税込）
販売地区：全国（一部地域を除く）

価格：130円（税込）
販売地区：全国（一部地域を除く）

決勝大会進出の9名（2017年5月実施） 揚げタコと生姜のおむすび

黒蜜きな粉パンケーキどら和洋折衷の
洋風どら焼きが新登場！

社内料理コンテスト



安全・安心、価値ある商品・サービスを
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〒187-8503　東京都小平市小川東町五丁目7番10号
TEL: 042-345-3131（代表）
http://www.warabeya.co.jp/

会 社 概 要（2017年8月31日現在）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを
使用して印刷しています。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細　http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）  MAIL：info@e-kabunushi.com●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

http ://www.e-kabunushi. com
アクセスコード  2918

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

株主の皆様の声を
お聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールにより
URL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

商 号 わらべや日洋ホールディングス株式会社
（WARABEYA NICHIYO HOLDINGS CO., LTD.）

設 立 1964年3月18日
資 本 金 8,049百万円 

東京証券取引所市場第一部上場
従 業 員
( 連 結 )

社員2,190名　臨時従業員12,840名 
（1日8時間労働換算）

グ ル ー プ の
主な事業内容

調理済食品の製造、販売 
食品用材料の仕入、加工、販売
食品関係の配送
食品製造設備などの販売
人材派遣および業務請負

発行可能株式総数 55,000,000株
発行済株式の総数 17,625,660株
株 主 数 5,257名

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）
株式会社セブン－イレブン・ジャパン 2,195 12.45
株式会社大友アセットマネジメント 1,350 7.65
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,039 5.89
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 645 3.66
大友 啓行 520 2.95
わらべや日洋共栄会 488 2.76
株式会社三菱東京UFJ銀行  480 2.72
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140044 353 2.00
GOVERNMENT OF NORWAY 340 1.93
CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS 
ACCOUNT ESCROW 295 1.67

■ 個人その他 19.2%

■ 金融機関　24.5%
所有者別
株式数
構成比率

■ 自己株式　0.1%■ 金融商品取引業者  1.3%

■ 外国法人等 28.3%

■ 国内法人等 26.6%

事　 業　 年　 度 3月1日から2月末日まで
配当金受領株主確定日 期末配当金　2月末日
定 時 株 主 総 会 5月
定時株主総会の
基 準 日

2月末日
（定時株主総会において議決権を行使すべき
株主の確定日）なお、その他必要ある場合は、
あらかじめ公告して基準日を定めます。

単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 電子公告の方法により行います。ただし、電子

公告によることができない事故、その他やむ
を得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞
に掲載して行います。

公 告 掲 載URL http://www.warabeya.co.jp/
ir/accounting.html

株主名簿管理人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（通話料無料）
郵送先
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

毎年2月末日現在の株主名簿に記載された株主の皆様に対し、
以下の基準により年1回5月下旬に「クオ・カード」を贈呈。

100株～999株
100株以上1,000株未満所有の
株主様には1,000円相当の

「クオ・カード」を1枚贈呈

1,000株～
1,000株以上所有の株主様には
5,000円相当の

「クオ・カード」を1枚贈呈

株主優待のお知らせ

会 社 概 要 株 主 メ モ

大 株 主


